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   The author has made a statistical observation of the urogenital nomaly, 113 cases, 
of the last ten years in our clinic. 
   1. There were, in the last ten years, 113 cases of patients with urogenital nomaly, 
and they are 1.9 per cent of all of urogenital patients. 
   2. Although patients of anomaly had a tendency to increase year by year after 1953, 
it seems to me that is due to the progress of urology and the improvement of sanitation 
which enables us to discover it more easily. 
   3. Also, although patients of anomaly having operations have had a tendency to in-
crease year by year after 1953, it seems to me that is due to the improvement of the 
plastic operation with the development of antibiotics, not to speak of progress of urology.
緒 言
泌尿生殖器系は発生学上複雑 な機構に より生
じるため碕型が他 の臓器 よりも比較的多 く認めら
れる.し かし泌尿生殖器学及び手術 の進歩 と共
に・現在迄なほざりに しが ちで あつた此等 の疾
患群は益 丸その数を増 しつつ ある現 況である.
私はこの度,最 近10年間の我 が教室 に於 け る
泌尿生殖器異常について,統 計的観察 を試み,
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2)年 令及 び性 別




となっ て い る.
性 別:男 子 に圧 倒 的 に 多 く男96名(85%),女27名
(15%)で男 対女 の比 は5.5:1に相 当 す る.
3)職 業 別
第3表 に 示 す 如 く無 職 が 最 も多 く68例(60.1%),
俸 給 者27名(23.8%),農業10名(8.8%),商 工業
6名(5.3%),学 生2名(1.7%)の 順 であ る.
4)各 年 に 於 け る分 類
第4表 に 示 す 如 く,包 茎20例(17.6%)が 最 も多
第4表 各年に於ける泌尿生殖器異常の分類試
嚢 胞 腎
馬 蹄 型 腎
偏 側 腎 欠 損 症
先 天 性 水 腎 症
















膀 胱 憩 室






















































































仮 性 半 陰 陽
萎 縮 睾 丸(偏)
萎 縮 睾 丸(両)
停 留 睾 丸(偏)
停 留 睾 丸(両)
無 睾 丸(両)









































































































腎 孟 血 管 異 常 症(偏)




















畢 丸 発 育 不 全(両)














































































































































































































































































第6表に示す如 く,腎血管異常(偏 側),先 天性水
腎症(偏側),完 全重複腎孟兼完全重複尿管兼タ委小腎
兼尿管異常開口(偏側),尿 管脱(偏側),巨 大尿管













て私の場合 は1.9%でやや小 さい値を示 してい
る.街最初3年 間 は1例もな く,1952年に僅 か1例
を数 えるのみであつたが,漸 次年 を追つて其 の
絶対数は増 している.し か しその総患者数 との
比は平均を僅 かに上 まわ る2.5%前後で ある.
この事実は戦後 の経済的不安 と,我 が教 室 が
1955年迄皮膚科 と共存 していた事 と共 に最近の
目覚 しい泌尿器科学 の進歩に対す る恩恵を受け
ず,検 査事項等諸事 万端 が不十分 なため,み す
みす見逃 していた もの もあると考 え る.
年令及び性別 については本疾患 が先天性 のも
のである故 に幼小児 に多い事は当然で,次 いで
青少年期 に多かつたのは其れ迄放置 していたの
が社会的劣等感或は 自覚 によ り来院 した ものと
考 える.荷 高令者に於 ては嚢胞腎等 の疾 患の如
く除 々に臨床症状を表 して来 る内臓疾患のため
で あろう.性 別 については男性対女性 の 比 は
5.5:1に相 当す るが諸 統計については我 が教室
程著 明な変 化は認 め られ ない.
職業別に於ては無職 が多いのは前述の如 く先
天性疾患で ある故 に幼 小児に多い事が大 きな役
割をな している事 は当然 であ ると言 えよう.し
か し農業 が少なかつたのは農業地帯の筑後地方
をバ ツクに持 つ我 が教室 に於 ては,い ささか意
外であ ると共 に衛生思想 の貧 因を物語 るもので
はないか と考え る.
各年 の分類 に於 ては前述 の如 く,尿 道,陰 茎
の異常が40例 で圧倒的 に多 く,次 いで膀胱異
常,尿 管異常,腎 及 び腎血管異常の順 となつて
い る.し か しなが ら尿道,陰 茎 の異常 が多いの
は包茎 がその20例即ち50%を占めている為 と考
え る.従 つて上部尿路異常が諸 丈献 と同じく高
率を示 している.次 に疾患別 に丈献上考察し得
た ものについて述べ ると,馬 蹄鉄腎について,
田中,赤 木 は剖検上0.1～0.2%,臨床上0.5～
0.8%であ り男子 に多 く女子 の3.5倍にあたると
言 う.私 の場合 は,異 常疾 患数 の1.9%を占め
ていた.
嚢 胞腎について渡辺 は泌尿器科外来数 の0.05
%,後 藤0.2%,で あると言 う 私 の場合では
5例 を数 え異常患者数 の4.4%を 占めていた.
偏側腎欠損 は新大では尿路異常疾患の4%,
私 の場合 は泌尿生 殖器異常 の0.9.%oであつた,
完全及 び不 完全腎孟尿管 に於 ては,新 大で尿
路異常 の16.60/o,私の場 合泌尿生殖器 異常の
11.5%であつた.
巨大 尿管症 に於 ては,新 大は尿路異常 の1.2
%,私 は,泌 尿生殖器異常 の0.8%であつた.
尿管異常 開 口について1955年富 川が我 が国に
於 ける約60例の総括的考察を試み,城 戸 による
と1958年迄約70例に達す ると述べてい る.又99
%女 性 にみ られ其 の開 口部 は膣が最多で88%,
Thormsの分類で第 一型が45%である.
尿道下裂に於 ては新 大は,尿 路異常 の16.6

















2.1953年以降異常患者数 は年 々増加 の傾向
をみているが,こ れは泌尿 器科学 の進歩 と衛生
思想の改善 によるもの と考 える.
3,1953年以来異常 患者 の手術施 行例 も年k
増加しているが,こ れは泌尿器科学 の進歩 は勿
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